
　古い家屋が解体された空き地

一面に、背丈が１ｍほどの草が

密生。葉はどこかで見たようで

すが、思い出せません。下の写

真では、先端のちょぼちょぼが

花、丸いのは果実のようです。

こんなのは初めて観ました。

　赤塚公園や石神井川緑道の定期的な観察に出かけないようになって、これまであまり歩いたことがな

い近所の裏道や野原を見るようになったからかもしれません。あるいは、環境の変化が身の回りの植物

相の変化をもたらしているのかもわかりません。とにかく、これまで見たことがない初めて観察する植

物がたくさん現れました。同定に不安があるのですが、一応、いろいろ調べた結果をご紹介します。

　最近まちなかでも

よく見られるように

なったアメリカオニ

アザミほどではない

ですが、葉の棘は結

構鋭く、日本人の西

洋観を現しているの

かもしれません。花

茎だけが伸びて、咲

いた花はきれいで見

応えがありました。
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観たこともない植物が続々と現れた 2025 年春

カラクサナズナ
　　　　　　　　　アブラナ科



　右写真で地際から生えている葉の、手前から

２番目、小穂を付けた花茎が長く伸びています。

写真はコントラストを強調したものですが、そ

れでもよくわからない細かさ。形がネズミのし

っぽに似ているからこの名前が付けられたらし

いのですが、本物の鼠の尾はもっと立派では。

　名に「～カヤ」とついていてもカヤツリグサ

科ではなくイネ科の植物。確かに小穂はイネ科特有の形。イヌムギ、ネズミムギなどと同様に似てい

る何かを擬しての種名ですが、小穂のふちが鋭くナイフのようです。こちらは「名は体を現す」。

　エコポリスセンターの昨年度一斉調査事業は板橋区内の植物調査を行いましたが、記録に上がって

きた約400種の植物のうち出現率が比較的高かったベスト100を写真で確かめられるようにしました。

同センターのホームページ（https://itbs-ecopo.jp）を開いたトップページを下へ下へとスクロー

ルしていくと、左側のページ案内バナーに「板橋区内植物ベスト100」が追加されました。掲載して

いるのは春と秋で142種、153点の植物写真。みなさまも、ご活用ください。

エコポリスセンターのホームページで

区内植物ベスト 100を写真で見ることができるようになりました
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